
彙

報

第
四
八
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

赤

木

崇

敏

第
四
八
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

(

日
本
ア
ル
タ
イ
学
会)

が
、
二

〇
一
一
年
七
月
一
六
日

(

土)
か
ら
一
八
日

(

月)

ま
で
、
長
野
県

信
濃
町
野
尻
湖
畔
の
藤
屋
旅
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は

の
べ
四
三
名
。
ま
ず
は
、
恒
例
の
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
各
参
加

者
が
報
告
し
た
、
昨
年

(

二
〇
一
〇)

七
月
以
降
一
年
間
の
研
究
業

績
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
著
書
・
論
考
の
副
題
は
原
則
と

し
て
省
略
し
た
。

愛
新
覚
羅
凱
和

(

京
都
大
Ｍ)

は
、
四
月
よ
り
立
命
館
大
か
ら
進

学
。
清
代
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
青

木
雅
浩

(

早
稲
田
大
非
常
勤
講
師
・
東
北
大
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
専
門
研
究
員)

は
、
研
究
報
告
二
本
、
講
演
二
本
を
行
っ
た
ほ

か
、
早
稲
田
大
出
版
部
よ
り

『

モ
ン
ゴ
ル
近
現
代
史
研
究：

一
九
二

一
〜
一
九
二
四
年』

を
上
梓
し
、
早
稲
田
大
モ
ン
ゴ
ル
研
究
所
編

(

吉
田
順
一
監
修)

『

モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
―
現
状
と
展
望
―』

(

明
石

書
店)

に

｢

モ
ン
ゴ
ル
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン｣

を
発
表

し
た
。
赤
木
崇
敏

(

大
阪
大)

は
、｢

十
世
紀
敦
煌
の
王
権
と
転
輪

聖
王
観｣
(『

東
洋
史
研
究』

六
九
―
二)

、����
10��������������

������������������������
(������������������������

���������������������

東
京
外
大
Ａ
Ａ
研)

な
ど
を
執
筆
。
ま

た
、
昨
年
の
ク
リ
ル
タ
イ
報
告
内
容
の
一
部
を

『

西
北
出
土
文
献
研

究』

九
に
発
表
し
た
。
阿
部
由
美
子

(

東
京
大
Ｄ
・
学
振
Ｄ
Ｃ)

は
、

昨
夏
、
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

｢

清
代
満
漢
関
係
史
国
際
学
術
研
討
会｣

で

｢

中
華
民
国
北
京

政
府
時
期
清
室
、
宗
室
、
八
旗
与
民
国
政
府
的
関
係｣

と
題
し
て
報

告
。
ま
た
、
北
京
市
社
会
科
学
院
満
学
研
究
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

満
学：

歴
史
与
現
状
国
際
学
術
研
討
会｣

で
は
清
末
新
政
時
期
の

日
本
留
学
生
研
究
が
革
命
派
学
生
に
偏
っ
て
い
る
現
状
を
是
正
す
べ

き
と
の
報
告
を
行
っ
た
。
ア
ラ
ム
ス

(

神
戸
大
Ｄ)

は
、｢

清
代
に

お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
文
農
地
質
入
契
約
文
書
の
書
式｣

(『

日
本
モ
ン
ゴ

ル
学
会
紀
要』

四
一)

を
執
筆
。
ア
ル
ハ
ン

(

神
戸
大
研
究
生)

は
、

清
末
民
初
の
内
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ラ
チ
ン
地
域
に
お
け
る
学
堂
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。
池
尻
陽
子

(

東
洋
文
庫
・
学
振
Ｐ
Ｄ)

は
、
昨

年
八
月
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
で�

���������������������������������������
(��������

��������������)��������������������������������������
と
題
し
て
報
告
し
た
ほ
か
、｢『

清
朝
前
期
理
藩
院
満
蒙
文
題
本』

に

つ
い
て｣

(『
満
族
史
研
究』

九)

を
執
筆
。
初
参
加
と
な
っ
た
池
田
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修
太
郎

(

立
命
館
大
学
部
生)

は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
史
、
特
に
ガ
ル
ダ

ン
＝
ツ
ェ
リ
ン
に
つ
い
て
卒
論
を
準
備
中
。
石
川�
仁

(

大
阪
大
Ｄ)

は
、
昨
年
九
月
に
大
英
図
書
館
で
敦
煌
文
献
を
調
査
。
ま
た
昨
年
度

に
帰
義
軍
時
代

(

九
世
紀
後
半
〜
一
一
世
紀
初
頭)

敦
煌
オ
ア
シ
ス

の
水
利
管
理
に
関
す
る
修
士
論
文
を
提
出
し
、
そ
の
一
部
を
七
月
末

の
中
央
ア
ジ
ア
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
報
告
し
た
。
磯
部
淳
史

(

立
命

館
大
研
究
生)

は
、｢
清
初
に
お
け
る
六
部
の
設
置
と
そ
の
意
義｣

(『

立
命
館
文
学』

六
一
九)
、｢
太
宗
・
順
治
朝
に
お
け
る
グ
サ
＝
エ

ジ
ェ
ン
と
そ
の
役
割｣

(『

満
族
史
研
究』

九)

、｢

順
治
朝
の
後
継
者

問
題
と
康
煕
帝
を
め
ぐ
る
旗
王
た
ち｣

(『

立
命
館
東
洋
史
学』

三
四)

を
発
表
し
た
。
伊
藤
一
馬

(

大
阪
大
Ｄ
・
学
振
Ｄ
Ｃ)

は
、
昨
年
八

月
に
は
内
蒙
古
考
古
学
研
究
所
に
て
、
今
年
二
月
に
は
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
文
献
研
究
所
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
宋
〜
元
代
カ
ラ
ホ

ト
出
土
漢
文
文
書
を
調
査
。
ま
た
、
今
夏

『

史
学
雑
誌』

一
二
〇
―

六
に

｢

北
宋
に
お
け
る
将
兵
制
成
立
と
陝
西
地
域｣

を
発
表
し
た
。

岩
田
啓
介

(

筑
波
大
Ｄ
・
学
振
Ｄ
Ｃ)

は
、
昨
年
度
に
一
八
世
紀
初

頭
ダ
ラ
イ
＝
ラ
マ
の
転
生
認
定
問
題
を
め
ぐ
る
内
陸
ア
ジ
ア
の
諸
勢

力
間
関
係
に
つ
い
て
修
士
論
文
を
提
出
。
さ
ら
に
今
夏
、｢

リ
タ
ン

の
童
子
擁
立
と
青
海
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
内
の
権
力
関
係｣

と
題
し
て
歴

史
人
類
学
会
例
会
で
口
頭
報
告
し
た
。
牛
根
靖
裕

(

立
命
館
大
研
究

生)

は
、｢

モ
ン
ゴ
ル
統
治
下
の
四
川
に
お
け
る
駐
屯
軍｣

(『

立
命

館
文
学』

六
一
九)

を
、
ま
た
松
田
孝
一
と
共
著
で

｢

エ
ル
デ
ニ
・

ゾ
ー
残
碑
の
研
究｣

(『

大
阪
国
際
大
学
紀
要

国
際
研
究
論
叢』

二

四
―
三)

を
発
表
。
さ
ら
に
八
月
に
立
命
館
東
洋
史
学
会
大
会
に
て

｢

一
三
三
〇
年
代
の
元
朝
と
コ
ン
ギ
ラ
ト
部｣

と
題
し
て
口
頭
報
告

を
行
う
。
梅
村
坦

(

中
央
大)

は
、����������������������
������������������������������������������������
(������������������������������������������������������
�����������

中
央
大)

、｢

ウ
イ
グ
ル
人
の
タ
リ
ム
盆
地
定
住｣

(『

世
界
史
史
料
四：

東
ア
ジ
ア
・
内
陸
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ』

岩
波
書
店)

、｢

現
代
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
ウ
イ
グ
ル
人
鍛
冶
職
人
集
団｣

(『

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
と
社
会』

中
央
大)

な
ど
を
執
筆
。
ま

た
、
中
国
・
ド
イ
ツ
の
研
究
者
と
国
際
的
な
研
究
組
織
を
結
成
し
て
、

吐
魯
番
博
物
館
所
蔵
の
非
漢
文
文
書
の
共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
に
そ
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
。
岡
洋
樹

(

東
北
大)

は
、

国
内
外
で
学
会
報
告
・
講
演
を
三
本
行
っ
た
ほ
か
、
昨
年
二
月
に
東

北
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
九
〇
年
代
以
降
の
旧
ソ
連
諸
国
を
め
ぐ
る

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
論
文
集

『

歴
史
の
再
定
義』

(

東
北
大

東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー)

を
編
著
者
と
し
て
上
梓
し
、
序
論
と

論
考

｢

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
清
朝
支
配
期
に
関
す
る
歴
史
記
述
の
変

化
を
め
ぐ
っ
て｣

を
執
筆
。
ま
た
、『

歴
史
評
論』

七
二
五
に

｢

清

朝
の
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
統
治
に
お
け
る
新
政
の
位
置｣

を
、
前
出
の

『

モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
―
現
状
と
展
望
―』

に

｢

清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
社

会
・
行
政
統
治
構
造
理
解
を
め
ぐ
る
試
論｣

を
発
表
し
、
さ
ら
に
承

東

洋
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志
著

『

ダ
イ
チ
ン
・
グ
ル
ン
と
そ
の
時
代』

と
楠
木
賢
道
著

『

清
初

対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
史
の
研
究』

を
そ
れ
ぞ
れ
書
評
し
た

(『

歴
史
学

研
究』
八
六
六
、『

東
洋
史
研
究』

六
九
―
四)

。
岡
田
英
弘

(

東
京

外
大
名
誉
教
授)

は
、
自
身
初
の
研
究
論
文
集
と
な
る

『

モ
ン
ゴ
ル

帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ』

を
昨
年
一
一
月
に
藤
原
書
店
よ
り
上
梓
。

そ
の
出
版
を
記
念
し
た
講
演
録
が
雑
誌

『

環』

四
五
に
今
春
掲
載
さ

れ
た
。
ま
た
、『

岡
田
英
弘
著
作
集』

全
六
巻
も
同
書
店
よ
り
企
画

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
巻
と
し
て

『

康
煕
帝
の
手
紙』

の
増
補
改

訂
版
が
来
年
初
頭
に
も
刊
行
予
定
で
あ
る
。
片
山
章
雄

(

東
海
大)

は
、
旅
順
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
大
谷
探
検
隊
将
来
の
八
世
紀
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
う
ち
、
無
文
字
紙
片
を
集
中
的
に
調
査
。
そ

の
成
果
は
、
土
肥
義
和
代
表
の
科
研
報
告
書

『
内
陸
ア
ジ
ア
出
土
四

〜
一
二
世
紀
の
漢
語
・
胡
語
文
献
の
整
理
と
研
究』

(

平
成
二
二
年

度
分
冊)

に
王
振
芬
・
張
銘
心
と
の
共
著
で

｢

旅
順
博
物
館
所
蔵
文

書
と
大
谷
文
書
そ
の
他
文
書
の
綴
合｣

と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
神
谷

秀
二

(

早
稲
田
大
Ｄ)

は
、｢

清
朝
入
関
前
に
お
け
る
世
職
の
継
承

次
数
付
与
に
関
す
る
一
考
察｣

(『

史
滴』

三
二)

を
発
表
。
木
戸
利

衣

(

東
京
外
大
学
部
生)

は
、
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
バ
一
世
と
康
熙
帝

と
の
関
係
に
つ
い
て
モ
ン
ゴ
ル
語
史
料
を
用
い
て
卒
論
を
準
備
中
。

楠
木
賢
道

(

筑
波
大)

は
、
中
国
・
韓
国
の
国
際
学
会
で
の
発
表
三

本
、
国
内
発
表
一
本
を
行
い
、｢

清
太
宗
皇
太
極
的
太
廟
儀
式
和
堂

子｣
(『

清
史
研
究』

八
一)

、｢《

両
国
会
盟
録
》
中
所
見
志
筑
忠
雄

与
阿
部
龍
平
対
清
朝
北
亜
之
理
解｣

(『

民
族
史
研
究』

九)

を
執
筆

し
た
。
齊
藤
茂
雄

(

大
阪
大
Ｄ)

は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
・
フ
フ
ホ
ト
周

辺
、
陰
山
山
脈
周
辺
、
洛
陽
の
各
地
域
で
景
観
・
石
刻
調
査
を
、
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
突
厥
碑
文
拓
本
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た

｢

突
厥

｢

阿
史
那
感
徳
墓
誌｣

訳
注
考｣

(『

内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研

究』

二
六)

を
執
筆
し
た
。
齋
藤
宏

(

筑
波
大
学
部
生)

は
、
康
煕

帝
第
二
子
胤
衫
の
廃
太
子
問
題
に
つ
い
て
、
卒
業
論
文
を
執
筆
中
。

坂
口
珠
美

(

陸
上
自
衛
隊)

は
、
清
代
ト
ゥ
バ
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

文
化
の
需
要
と
変
遷
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
佐
藤
憲
行

(

東
北

大
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
支
援
者)

は
、
漢
人
商
業

地
区

｢

買
売
城｣

か
ら
見
る
清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
構
造
や
、
ロ
シ

ア
領
事
館
設
立
後
の
フ
レ
ー
に
つ
い
て
現
在
研
究
を
進
め
て
い
る
。

澁
谷
浩
一

(

茨
城
大)

は
、｢

キ
ャ
フ
タ
条
約
の
条
文
形
成
過
程
に

つ
い
て｣

(『

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
論
集』

九)

、｢『

軍
機
処
満
文
準��
爾
使
者�
訳
編』

に
つ

い
て｣

(『

満
族
史
研
究』

九)

を
執
筆
し
た
。
菅
原
純

(

東
京
外
大

Ａ
Ａ
研
フ
ェ
ロ
ー)

は
家
族
で
参
加
。
新
刊
紹
介
一
本
、
学
会
参
加

記
一
本
を
執
筆
し
、���������������������������������������

�����������������������������������
(『｢

歴
史
上
的
中
国

新
疆
與
中
亜｣

国
際
学
術
研
討
会』

、
烏
魯
木
斉)

や�������������
�����������������������������������������

(10��������
������������������������������������������������������
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���������������)
な
ど
国
際
学
会
で
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
幹
事

の
一
人
、
杉
山
清
彦

(

東
京
大)

は
、
四
月
に
駒
沢
大
よ
り
転
任
。

山
西
・
内
蒙
古
で

｢

旅
蒙
商｣

の
調
査
、
中
国
で
学
会
報
告
二
本
、

国
内
学
会
報
告
二
本
を
行
い
、
菊
池
俊
彦
編

『

北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

と
文
化』

(

北
海
道
大
出
版
会)

に

｢

明
代
女
真
氏
族
か
ら
清
代
満

洲
旗
人
へ｣

を
、
佐
々
木
史
郎
・
加
藤
雄
三
編

『

東
ア
ジ
ア
の
民
族

的
世
界』

(

有
志
舎)
に

｢
女
直
＝
満
洲
人
の

｢

く
に｣

と

｢

世
界｣｣

を
寄
稿
。
ま
た
、『

内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究』

二
六
に
て
前
出
の
承
志

著

『

ダ
イ
チ
ン
・
グ
ル
ン
と
そ
の
時
代』

を
書
評
し
た
。
初
参
加
の

孫
佳

(

吉
林
大
Ｄ
・
筑
波
大
博
士
特
別
研
究
生)

は
、
修
士
論
文
で

日
唐
の
朝
貢
関
係
を
扱
っ
た
。
現
在
は
、
金
代
の
行
政
路
制
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
多
久
孝
一
郎

(
筑
波
大
学
部
生)

は
、
清

朝
・
ジ
ュ
ン
ガ
ル
関
係
史
、
と
く
に
一
七
〜
一
八
世
紀
の
中
央
ユ
ー

ラ
シ
ア
交
易
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
谷
口
綾

(
龍
谷
大
Ｄ)

は
、

元
代
の
医
学
史
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
朝
魯
孟

チ
ョ

ル

モ
ン

格
日
勒

ゲ

レ

ル

(

神
戸
大
Ｍ)

は
、
清
代
外
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
地
紛
争
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。
中
嶌
哲
平

(

北
海
道
大
Ｄ
・
学
振
Ｄ
Ｃ)
は
、

今
年
六
月
の
日
本
中
央
ア
ジ
ア
学
会
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て

｢

帝
政
ロ
シ
ア
治
下
バ
ク
ー
に
お
け
る
活
字
メ
デ
ィ
ア｣

と
題
す
る

報
告
を
行
っ
た
。
西
田�
子

(

大
阪
大
Ｄ)

は
、
昨
年
度
に
隋
末
〜

唐
前
半
期
の
契�
氏
に
関
す
る
修
士
論
文
を
提
出
。
ま
た

『

内
陸
ア

ジ
ア
言
語
の
研
究』

二
六
に

｢『

新
唐
書』

回
鶻
伝
の
再
検
討｣

を

執
筆
し
た
。
萩
原
守

(

神
戸
大)

は
、｢

清
朝
支
配
下
に
お
け
る
モ

ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
日
常
生
活
と
裁
判

(

一
八
世
紀
後
半)｣

、｢

清
朝

支
配
下
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
精
神
世
界
と
遊
牧
生
活

(

一
九
世

紀
半
ば)｣

(

以
上
、
前
出

『

世
界
史
史
料
四』)

、｢

中
国
・
国
家
図

書
館
所
蔵

｢

崇
徳
三
年
軍
律｣

の
文
献
学
的
再
検
討｣

(『

ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究』

八
一)

を
執
筆
。
ま
た
、
国
際
東
方
学

者
会
議
に
て
一
六
〜
一
八
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
資
料
に
関
す
る

報
告
を
行
っ
た
。
旗
手
瞳

(

大
阪
大
Ｄ)

は
、
昨
年
九
月
に
大
英
図

書
館
で
敦
煌
文
献
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
を
も
と
に
、
吐
蕃

統
治
下
の
吐
谷
渾
に
つ
い
て
修
士
論
文
を
提
出
し
た
。
ブ
レ
ン

(

京

都
大
Ｄ)

は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
過
程
に

つ
い
て
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。
堀
川
徹

(

京
都
外
大)

は
、
昨
秋
の
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
五
〇
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
基
調
講
演

｢

モ
ン
ゴ
ル
時
代
以
降
の
西
部
内
陸
ア
ジ

ア
史｣

を
行
い
、
そ
の
内
容
を

『

内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究』

二
六
に
発

表
し
た
。
ま
た
、
関
西
大
三
研
究
所
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て

｢

中

央
ア
ジ
ア
文
化
に
お
け
る
連
続
性
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
報
告
し
た
。

宮
脇
淳
子

(

国
士
舘
大
非
常
勤
講
師
・
東
京
外
大
非
常
勤
講
師)

は
、

『
世
界
史
の
な
か
の
満
洲
帝
国
と
日
本』

(

ワ
ッ
ク
出
版)

が
再
版
さ

れ
た
ほ
か
、｢

侵
略
と
虐
殺
と
弾
圧
と
〜
血
塗
ら
れ
た
党
史｣

を

『

別
冊
正
論』

一
五
に
、
前
掲
の
岡
田
英
弘
著

『

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か

ら
大
清
帝
国
へ』

の
刊
行
に
よ
せ
て
学
界
動
向
を
同
書
に
寄
稿
。
さ
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ら
に
、
東
洋
史
エ
ッ
セ
イ
を

『

歴
史
通』

(

ワ
ッ
ク
出
版)

に
連
載

し
て
い
る
。
村
上
信
明

(

創
価
大)

は
、｢

駐
蔵
大
臣
の

『

瞻
礼』

問
題
に
み
る
一
八
世
紀
後
半
の
清
朝
・
チ
ベ
ッ
ト
関
係｣

(『

ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究』

八
一)

を
執
筆
し
た
ほ
か
、
岡
・
杉
山

と
同
じ
く
承
志
の
著
作
を
書
評
し
た

(『

満
族
史
研
究』

九)

。
現
在

は
、
満
漢
合
璧

『
西
招
図
略』

(

大
阪
大
箕
面
図
書
館
蔵)

の
翻
訳

に
着
手
し
て
い
る
。
森
部
豊

(

関
西
大)

は
、
山
西
・
陝
西
・
甘
肅

の
各
省
で
ソ
グ
ド
人
関
係
史
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、｢

ソ
グ

ド
人
の
東
方
進
出
と
そ
の
活
動｣

(『

ア
ジ
ア
遊
学』

一
三
七)

を
執

筆
し
、
共
編
著
者
と
し
て
関
西
大
出
版
部
よ
り

『

ア
ジ
ア
が
結
ぶ
東

西
世
界』

を
上
梓
。
同
書
に
は
、
自
身
の
論
考

｢

東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世

界
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
外
交
活
動
に
関
す
る
覚
書｣

の
ほ
か
に
、

北
京
大
・
栄
新
江
の

｢

イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア｣

の
翻

訳
を
収
め
る
。
ま
た
、
栄
新
江

｢

新
出
石
刻
史
料
か
ら
見
た
ソ
グ
ド

人
研
究
の
動
向｣

の
翻
訳
と
中
国
調
査
の
史
料
紹
介
と
を
、『

東
西

学
術
研
究
所
紀
要』

四
四
に
発
表
し
た
。
柳
澤
明

(

早
稲
田
大)

は
、

『

岩
波
講
座
東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史

一

東
ア
ジ
ア
世
界
の
近
代』

(

岩
波
書
店)

に

｢

ロ
シ
ア
の
東
漸
と
東
ア
ジ
ア｣

を
、
前
出
の

『

モ
ン
ゴ
ル
史
研
究
―
現
状
と
展
望
―』

に

｢

清
朝
の
八
旗
制
と
モ

ン
ゴ
ル｣

を
執
筆
し
た
。
山
田
美
保

(

都
立
深
川
高
校
・
お
茶
の
水

大
Ｍ)

は
、
清
朝
乾
隆
期
の
社
会
の
捐
納
に
つ
い
て
修
士
論
文
を
準

備
中
。
山
本
明
志

(

大
阪
大
特
任
研
究
員)

は
、
昨
夏
、
フ
フ
ホ
ト

で
元
代
カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
、
蘇
州
・
無
錫
で
元
代
石
刻
の
調
査
を

実
施
。
ま
た
今
春
に

｢

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
中
国
へ
赴
く
チ
ベ
ッ
ト
人

を
め
ぐ
っ
て｣

と
題
し
て
中
央
ア
ジ
ア
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
研
究
報
告

を
行
っ
た
。

次
に
、
研
究
報
告
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
初
日
一
六
日
午
後
は
、

参
加
者
受
付
の
後
に
二
本
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
西
田�
子

｢

唐
の

第
三
次
阿
史
那
賀
魯
征
討
と
西
突
厥
の
牙
庭
に
つ
い
て

『

新
唐

書』

記
事
の
基
礎
的
分
析
を
手
が
か
り
に

｣

は
、
唐
代
史
研
究

の
基
本
史
料

『

新
唐
書』

が
内
包
す
る
記
事
の
不
明
瞭
か
つ
錯
簡
に

対
し
注
意
を
喚
起
し
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
高
宗
期
の
西
突
厥
阿
史

那
賀
魯
征
討
を
取
り
上
げ
て
再
分
析
。
従
来
、
西
突
厥
牙
庭
の
地
理

比
定
及
び
阿
史
那
賀
魯
討
伐
軍
の
行
軍
進
路
に
つ
い
て
は
、『

新
唐

書』

阿
史
那
賀
魯
伝
に
基
づ
く
松
田
壽
男
説
が
広
く
支
持
を
集
め
て

い
た
。
本
報
告
で
は
、『

冊
府
元
亀』

『

通
典』

所
収
の
関
係
記
事
と

の
比
較
考
究
か
ら
松
田
説
を
大
き
く
修
正
す
る
と
と
も
に
、
石
刻
や

出
土
文
書
な
ど
新
出
史
料
が
注
目
さ
れ
る
現
在
に
お
い
て
も
、『

新

唐
書』

を
は
じ
め
と
す
る
基
本
典
籍
の
徹
底
的
な
読
み
直
し
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
実
際
に
モ
ン
ゴ
ル
高
原
・
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆

地
・
天
山
山
脈
を
踏
査
し
た
参
加
者
か
ら
は
、
多
く
の
地
理
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
。

孫
佳

｢
金
代
行
政
路
制
研
究

中
央
に
よ
る
行
政
路
に
対
す
る

政
治
統
轄
と
権
力
制
御

｣

は
、
金
朝
治
下
の
行
政
区
画
で
あ
る
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路
制
に
つ
い
て
、
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
中
央
に
よ
る
地
方
へ
の
統

轄
・
統
制
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
。
ま
ず
、
金
朝
中
央
が
政
治
情
勢

の
段
階
的
変
化
と
女
真
族
の
民
族
的
特
徴
に
応
じ
て
、
行
政
路
を
設

置
し
て
有
効
な
統
治
手
段
を
確
立
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
、
行

政
路
の
官
員
に
お
け
る
女
真
人
の
比
率
の
高
さ
か
ら
、
そ
こ
に
民
族

政
策
的
な
偏
向
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
非
女
真
人
に
よ

る
地
方
権
力
の
掌
握
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
と
指
摘
。
最
後
に
、
中

央
は
行
政
路
と
並
行
し
て
中
央
に
直
属
す
る
転
運
司
路
・
塩
使
司
路
・

按
察
司
路
な
ど
職
能
路
を
設
け
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
地
方
へ
の
統
制

を
強
め
る
と
と
も
に
地
方
勢
力
の
割
拠
を
防
止
し
た
と
結
論
づ
け
た
。

夜
の
部
の
岩
田
啓
介

｢

ラ
サ
ン
＝
ハ
ン
政
権
の
政
権
運
営
と
新
ダ

ラ
イ
＝
ラ
マ
六
世
擁
立｣

は
、
一
八
世
紀
初
頭
の
青
海
ホ
シ
ュ
ー
ト

部
首
長
で
あ
っ
た
ラ
サ
ン
＝
ハ
ン
の
政
権
運
営
と
新
ダ
ラ
イ
＝
ラ
マ

六
世
擁
立
の
背
景
を
検
証
し
た
。
東
チ
ベ
ッ
ト
の
公
課
回
収
と
新
ダ

ラ
イ
＝
ラ
マ
六
世
冊
封
が
ラ
サ
ン
＝
ハ
ン
政
権
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
は
東
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
同
一
の
地
域
に
由
来
す
る
こ
と
を

提
示
。
さ
ら
に
、
ラ
サ
ン
＝
ハ
ン
政
権
は
財
政
的
に
極
め
て
困
窮
し

て
お
り
、
対
立
す
る
青
海
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
首
長
が
分
有
し
た
東
チ
ベ
ッ

ト
の
公
課
回
収
を
目
的
と
し
て
、
東
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
ダ
ラ
イ
＝
ラ

マ
を
擁
立
し
た
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
ダ
ラ
イ
＝
ラ
マ
を
め
ぐ
る
抗

争
の
実
態
が
、
東
チ
ベ
ッ
ト
の
経
済
的
利
権
に
関
す
る
抗
争
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
日
目
、
一
七
日
午
前
は
、
報
告
が
二
本
。
谷
口
綾

｢

元
代
の
医

学
と
士
人
層
の
認
識
に
つ
い
て｣

は
、
元
代
に
出
現
す
る

｢

儒
医｣

(

医
に
精
通
、
医
を
生
業
と
す
る
士
人)

を
、
士
人
と
民
と
の
間
に

介
在
す
る
中
間
階
層
・
職
業
的
知
識
人
階
層
と
見
な
し
、
彼
ら
を
軸

に
元
代
に
お
け
る
医
学
・
医
療
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

元
代
で
は
、
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
期
ま
で
に
医
療
機
構
が
整
備
さ
れ
る
と

と
も
に
、
科
挙
落
第
ま
た
は
廃
止
に
よ
っ
て
医
業
を
専
門
と
す
る
職

業
的
士
人
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
医
と
儒
と
の
両
方
に
精
通
す
る
官

僚
・
医
者
の
養
成
が
目
指
さ
れ
、
医
師
に
は
儒
学
理
念
に
基
づ
く
医

療
行
為
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
医
学
を
含
む
諸
知
識
の
習
得
が

士
大
夫
に
も
求
め
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
た
。

澁
谷
浩
一

｢

一
七
三
四
―
一
七
四
〇
年
の
清
と
ジ
ュ
ー
ン
＝
ガ
ル

の
講
和
交
渉
に
つ
い
て｣

は
、
従
来
そ
の
内
容
の
正
確
な
理
解
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
一
七
四
〇
年
の
清
と
ジ
ュ
ー
ン
＝
ガ
ル
と
の
講
和

の
成
立
経
緯
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
新
出
の
満
洲
語
史
料
に
基
づ

き
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
関
係
と
い
う
視
点
で
再
検
討
。
講
和

内
容
に
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ジ
ュ
ー
ン
＝
ガ
ル
側
の
ウ

リ
ャ
ン
ハ
イ
の
現
状
維
持
と
い
う
重
要
な
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
講
和
そ
の
も
の
は
、
清
露
の
キ
ャ
フ

タ
条
約
締
結
を
前
提
と
し
、
そ
の
影
響
の
中
で
成
立
し
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
清
露
間
に
続
き
、
清
・
ジ
ュ
ー

ン
＝
ガ
ル
間
で
も
講
和
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
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ア
東
部
に
は
平
和
共
存
の
時
代
が
到
来
す
る
も
の
の
、
直
後
の
ガ
ル

ダ
ン
＝
ツ
ェ
リ
ン
死
後
の
ジ
ュ
ー
ン
＝
ガ
ル
内
紛
と
清
朝
に
よ
る
武

力
制
圧
に
よ
り
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
は
新
た
な
段
階
に
入
る
と
論
じ

た
。午

後
は
日
本
で
長
期
留
学
す
る
二
名
の
留
学
生
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
、
ア
ラ
ム
ス

｢

清
代
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
箭
丁
の
戸
口

地
喪
失
形
態

帰
化
城
ト
ゥ
メ
ト
旗
を
中
心
に

｣

は
、
八
旗

旗
人
と
並
び
清
朝
軍
事
力
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
箭
丁

が
漢
人
農
民
へ
の
賃
貸
・
質
入
れ
・
売
買
に
よ
っ
て
戸
口
地
を
喪
失

し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
、
帰
化
城
ト
ゥ
メ
ト
旗
を
事
例
と
し
て
復

元
し
た
。
報
告
で
は
、
漢
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
契
約
文
書
史
料
の
詳
細

な
検
討
か
ら
、
喪
失
過
程
を
永
久
賃
貸
契
約
、
賃
貸
に
関
わ
る
訴
訟
、

恒
久
的
な
質
入
れ
、
質
入
れ
か
ら
売
買
へ
の
切
換
え
、
直
接
売
買
の

五
パ
タ
ー
ン
に
分
類
。
さ
ら
に
、
こ
の
喪
失
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
箭
丁

の
生
活
基
盤
の
弱
体
化
の
み
な
ら
ず
、
草
原
の
内
属
モ
ン
ゴ
ル
兵
の

戦
闘
力
低
下
を
も
招
き
、
延
い
て
は
漢
人
農
民
の
浸
透
に
よ
る
モ
ン

ゴ
ル
言
語
文
化
の
喪
失
に
繋
が
っ
た
と
指
摘
し
た
。

ブ
レ
ン

｢

近
代
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
出
現
と
そ

の
意
義

『

モ
ン
ゴ
リ
ン
・
ソ
ニ
ン
・
ビ
チ
ク』

(

一
九
〇
九
ー

一
九
一
九)

に
着
目
し
て

｣

は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
宣
言
以
前

に
清
朝
領
内
で
発
行
さ
れ
て
い
た
唯
一
に
し
て
初
の
モ
ン
ゴ
ル
語
活

字
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る

『

モ
ン
ゴ
リ
ン
・
ソ
ニ
ン
・

ビ
チ
ク』

を
取
り
上
げ
、
そ
の
所
蔵
状
況
・
紙
面
構
成
・
読
者
層
・

発
行
部
数
な
ど
基
礎
情
報
の
整
理
・
分
析
を
行
っ
た
。
本
紙
は
ロ
シ

ア
帝
国
・
大
日
本
帝
国
な
ど
外
部
勢
力
と
モ
ン
ゴ
ル
人
知
識
人
と
の

協
力
に
よ
り
登
場
し
た
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
近
代
的
な
言
説
空

間
を
生
み
出
し
、
結
果
的
に
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
近
代
的
知
識
人
の

登
場
を
促
し
た
と
評
価
し
た
。

夜
の
部
、
菅
原
純

｢

二
〇
世
紀
初
頭
カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
地
方
の
ワ
ク

フ：

そ
の
規
模
と
分
布｣

は
、
報
告
者
が
二
〇
〇
七
年
に
新
疆
で
複

写
を
入
手
し
た
新
史
料

『

カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
・
ワ
ク
フ
文
書
集
成

(����
)』

の
内
容
・
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
収
録
さ
れ
た
ワ
ク

フ
物
件
の
規
模
と
分
布
を
検
討
し
た
。
こ
の����

は
、
ワ
ク
フ

対
象
物
件
九
八
件
に
対
し
一
三
一
点
の
テ
ュ
ル
ク
語
文
書

(

内
一
点

の
み
ペ
ル
シ
ア
語)

を
含
み
、
一
九
三
六
年
頃
に
カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
で

展
開
さ
れ
た
組
織
的
な
ワ
ク
フ
接
収
運
動
の
一
環
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
カ
ー
シ
ュ
ガ
ル
地
区
の
聖
者
廟

(�����)
そ
の
他
の
公
的
施
設
に
寄
進
さ
れ
た

｢

慈
善
ワ
ク
フ｣

と

個
人
財
産
の
分
散
を
回
避
す
る
た
め
の

｢

家
族
ワ
ク
フ｣

と
に
大
別

さ
れ
る
。
こ
の
う
ち

｢

慈
善
ワ
ク
フ｣

の
規
模
に
注
目
す
る
と
、

��������������
廟
や��������������
廟
な
ど
現
在
も
著
名

な
マ
ザ
ー
ル
の
ワ
ク
フ
財
が
突
出
し
て
お
り
、
往
時
よ
り
当
地
に
お

け
る
社
会
的
影
響
力
の
大
き
さ
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
両
者
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の
よ
う
に
社
会
的
影
響
力
あ
る
マ
ザ
ー
ル
は
郊
外
に
広
大
な
ワ
ク
フ

を
有
し
、
そ
れ
以
外
の
聖
者
廟
は
基
本
的
に
聖
者
廟
近
辺
に
ワ
ク
フ

不
動
産
を
有
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

最
終
日
一
八
日
午
前
に
は
若
手
二
人
の
報
告
が
組
ま
れ
た
。
阿
部

由
美
子

｢

中
華
民
国
北
京
政
府
時
期
の
北
京
満
洲
族
社
会

優
待

条
件
を
て
が
か
り
に

｣

は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
辛
亥
革
命
以
後
の
満
洲
族
社
会
に
つ
い
て
、
清
朝
政
府
と
中
華
民

国
政
府
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

｢

優
待
条
件｣

を
手
掛
か
り
に
検
討
。

清
室
に
対
す
る
帝
号
の
承
認
や
歳
費
の
提
供
、
皇
族
に
対
す
る
爵
位

の
承
認
、
さ
ら
に
清
代
以
来
の
満
洲
族
の
社
会
組
織
で
あ
る
八
旗
も

民
国
の
官
と
し
て
保
存
す
る
な
ど
、
北
京
政
府
は
様
々
な
優
待
を
行
っ

て
い
た
。
旧
来
の
革
命
史
観
の
如
く
清
朝
と
民
国
政
府
と
の
断
絶
を

強
調
す
る
の
で
な
く
、
こ
の
よ
う
に
満
洲
族
に
注
目
す
れ
ば
、
革
命

以
降
も
一
九
二
四
年
の
北
京
政
変
ま
で
は
清
代
か
ら
の
社
会
的
連
続

性
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
か
ら
二
八
年
に

か
け
て
満
洲
族
社
会
の
解
体
が
進
み
、
ま
た
国
民
政
府
の
北
伐
の
完

成
と
と
も
に
優
待
条
件
も
完
全
に
消
滅
し
、
満
洲
族
社
会
は
新
た
な

局
面
を
迎
え
た
と
結
論
づ
け
た
。

最
後
に
、
神
谷
秀
二｢

清
朝
入
関
前
の
六
部
大
臣
に
つ
い
て｣

は
、

清
朝
入
関
前
に
設
け
ら
れ
た
六
部
大
臣

(

承
政
・
参
政)

の
身
分
に

つ
い
て
、
彼
ら
の
持
つ
世
職
と
待
遇

(

儀
礼
・
官
糧
納
入
免
除)

を

比
較
検
討
し
た
。
天
聡
年
間

(

一
六
二
七
〜
三
五)

の
承
政
・
参
政

に
与
え
ら
れ
た
世
職
の
等
級
は
様
々
で
あ
り
、
世
職
の
な
い
人
間
も

六
部
大
臣
の
任
に
就
い
て
い
た
。
儀
礼
面
で
は
、
八
旗
官
・
世
職
官
・

六
部
大
臣
の
各
身
分
体
系
に
あ
る
程
度
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る

も
、
六
部
大
臣
は
実
際
に
有
す
る
世
職
以
上
に
優
遇
さ
れ
る
者
が
多

い
。
た
だ
し
、
官
糧
納
入
免
除
に
つ
い
て
は
世
職
が
重
視
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
崇
徳
元
年

(

一
六
三
六)

に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
天
聡
か
ら
崇
徳
へ
と
移
り
変
わ
る
際
の
制
度
変
革
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
ク
リ
ル
タ
イ
は
、
唐
代
突
厥
史
か
ら
民
国
期
満
洲

族
史
に
至
る
ま
で
時
代
も
対
象
も
広
範
に
及
び
、
ま
た
長
期
留
学
生

三
名
を
も
含
ん
だ
、
多
彩
な
報
告
者
の
顔
触
れ
で
あ
っ
た
。
本
会
の

魅
力
は
、
二
泊
三
日
と
い
う
合
宿
期
間
を
通
じ
て
多
様
な
分
野
の
専

家
と
議
論
を
深
化
し
う
る
こ
と

(

も
ち
ろ
ん
最
終
日
の
報
告
者
に
は

そ
の
時
間
が
十
分
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
が)

、
ま
た

コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
専
門
領
域
を
超
え
た
学
術
交
流
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
近
年
の
本
誌
ク
リ
ル
タ
イ
彙
報
で
は
、
参
加
者
の
漸
次

減
少
や
専
門
分
野
の
偏
向
に
対
す
る
嘆
き
や
将
来
的
不
安
が
し
ば
し

ば
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
往
時
の
盛
会
を
知
る
者
に
と
っ
て
憂
う
る
べ

き
現
状
で
は
あ
ろ
う
が
、
大
学
暦
の
変
動
や
、
多
忙
化
す
る
学
務
、

同
時
期
に
開
催
さ
れ
る
各
種
研
究
会
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ

イ
ナ
ス
要
因
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
四
〇
人
以
上
が
、
し
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か
も
斯
学
の
大
家
か
ら
学
部
生
に
至
る
ま
で
が
集
う
本
会
の
状
況
は
、

必
ず
し
も
す
ぐ
に
悲
観
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
参
加
者
の
専
門
と
す
る
分
野
や
地
域
の
偏
差
は
確
か
に
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
多
分
野
に
ま
た
が
る
学
術
交
流
を
行
え
る
本
会
の

魅
力
が
大
幅
に
減
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
会
が
有
す
る
、

学
際
的
に
し
て
専
門
的
、
包
括
的
に
し
て
刺
激
的
な
交
流
の
場
は
、

そ
の
規
模
を
や
や
縮
小
し
た
と
は
い
え
、
な
お
も
大
き
な
意
義
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
部
生
・
院
生
な
ど
若
手
は
、
こ
の
よ
う
な

場
を
よ
り
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
い
。

第
四
九
回
ク
リ
ル
タ
イ
は
来
年
七
月
一
四
日

(

土)

か
ら
一
六
日

(

月)

、
同
じ
く
藤
屋
旅
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

(

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教)

彙

報

赤
木

第
九
十
三
巻

69

三
一
五


